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令和２年度 第２回多摩市子ども・子育て会議 会議録 

１ 日時 令和２年８月 25日（火）18:30～20:00 

２ 場所 多摩市役所 301会議室 

３ 出席者 立花委員（会長・選出）、高岡委員（副会長）、福島委員、石川委員、島田委員、野々

村委員、高橋委員、安藤委員、早津委員、佐藤委員、松本委員、宗宮委員 

※欠席者：関岡委員、麻生委員、酒井委員 

 

４ 開会 

○事務局 令和２年度第２回子ども・子育て会議を始めます。 

 

（１）子ども青少年部長挨拶 

       （子ども青少年部長挨拶） 

○副会長    会長選出までの間、議事進行を行います。事務局から報告をお願いします。 

〇事務局    今回の会議では、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じての開催となります。 

       皆様のご協力をよろしくお願いします。 

        本日の出席者は 15名中 12名です。過半数を超えており、多摩市子ども・子育て会

議設置条例第７条の規定により会議は成立します。 

 

（２）委員・事務局職員紹介 

       （各委員自己紹介） 

       （事務局紹介） 

 

（３）会長選出 

○事務局    前会長の大日向委員の退任に伴い、只今より会長選出を行います。多摩市子ども・

子育て会議設置条例第６条第１項及び第２項の規定に基づき、会長を委員の互選で選

出いたします。ご推薦される方はいらっしゃいますか。 

        （推薦者なし）  

        推薦者がいらっしゃらないため、事務局より国立研究開発法人国立成育医療センタ

ー診療部長の立花委員を会長に推薦したいと思いますが、いかがでしょうか。 

        （一同拍手） 

〇事務局    それでは、ご賛同が得られたということで、立花委員に会長をお願いしたいと思い

ます。立花委員よろしくお願いします。 

 ○会 長    よろしくお願いします。 

         多摩市子ども・子育て設置条例第６条第３項の規定に基づき、議事を進行させてい

ただきます。事務局から配布資料等の説明をお願いします。 

 〇事務局    （会議資料及び参考資料の説明） 
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５ 審議 

【審議事項】 

（１）令和３年度４月に向けた待機児童対策について 

○会 長    それでは、審議事項１について事務局よりご説明をお願いいたします。 

〇事務局    (審議資料１の説明) 

○会 長    この件について、ご意見、ご質問等はございますか。 

〇委 員    運営法人は決定していないのでしょうか。 

○事務局    学校法人については、おだ認定こども園を運営しております学校法人織田学園、社

会福祉法人については、あおぞら保育園を運営しております社会福祉法人こばと会で

決定しております。 

〇委 員    令和３年４月に向けた待機児童対策として、新規整備の認可保育所で１園 60 名、

１園 105名、小規模保育所は種別変更で 12名を増加したということでしょうか。 

○事務局    定員全てが純粋に増加した定員ではありません。落合１丁目に新規整備の認可保育

所は、鶴牧１丁目から移転となるため、現在の利用定員数 40 名を 105 名から差し引

いた 65名が定員増加、３か所合計で 137名の定員増加となります。 

〇委 員    小規模保育所の２歳児の以降の受け入れ先はどうなっているのか。 

○事務局    小規模保育所の運営法人が、落合１丁目の認可保育所や同じ多摩センター内に保育

所を運営しており、その施設と連携して３歳児の受け入れを調整しています。 

〇委 員    本議題は、子ども・子育て会議で承認されてから市議会に掛けるのでしょうか。 

○事務局    保育所等整備につきましては、予算が発生するため６月の市議会等に計画として掛

け、予算の承認を受けております。 

〇委 員    保育所開設の手続き等は終了しているのでしょうか。 

○事務局    令和 3年 4月の開所に向けて手続きは進めております。 

〇会 長    審議事項１につきまして、皆様方の承認の可否を伺いたいと思います。ご承認とい

うことでよろしいでしょうか。 

（承認） 

        それでは、報告事項に移りたいと思います。 

 

６ 報告 

【報告事項】 

（１）令和２年度４月１次認可保育所等の入園状況について 

○会 長    それでは、報告事項１について事務局よりご説明をお願いいたします。 

〇事務局    (報告資料１の説明) 

○会 長    この件について、ご意見、ご質問等はございますか。 

〇委 員    １次認可保育所等の入園状況ということで、２次もあるのでしょうか。また、本資

料と待機児童数 50名をどのように関連付ければよろしいでしょうか。 

○事務局    １次入所申請は一番申請者数が多く、例年 11 月から受付を開始しているものとな

ります。２次入所申請は、１次入所判定後の１月～２月にかけて受付をしているもの

となります。待機児童の 50 名の方々につきましては、本資料の最下指数に反映はし

ておりません。 
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        本資料は、保護者の皆様がご自身の指数であればどの園に入所が可能なのか参考に

していただくため最下指数をお知らせしているものになります。本資料は、多摩市公

式ホームページに掲載させていただき、皆様がご自由に閲覧できる状況になっており

ます。 

〇委 員    指数とは何でしょうか。 

○事務局    申請された方々の保育の必要性を点数化したものです。様々なご家庭の申請内容か

ら指数を付け、希望園で順位付けをして、入所を決定していく仕組みとなります。 

〇委 員    多摩保育園の１歳児を例に挙げますと、最下指数が 40 点となっていますが、両親

ともに 20点の方ということでしょうか。 

○事務局    基本指数とは別に、加算や減算する指数もありますので、ご家庭の状況によって 40

点の成り立ちが違う方もいらっしゃいます。 

〇委 員    最下指数が、りすのき保育園では 41点・42点、あおぞら保育園では 43点とありま

すが、夫婦フルタイム勤務で基本指数 40 点よりも更に加点される条件はどのような

ものでしょうか。夫婦フルタイム勤務でも入所できないというのが気になりました。 

○事務局    例えば、前年度待機されていた方ですと１点加算されます。夫婦フルタイム勤務で

も入所できない状況については、非常に申し訳なく思います。駅に近い保育所につき

ましては、入所希望される方が多く待機児童が発生しやすい状況になっております。 

〇会 長    他はよろしいでしょうか。ないようであれば次の報告事項に移りたいと思います。 

 

（２）令和２年度エリア別認可施設入所保留者数・待機児童数・空き状況 

○会 長    それでは、報告事項２について事務局よりご説明をお願いいたします。 

〇事務局    (報告資料２の説明) 

○会 長    ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。 

〇委 員    幼児クラスの空きが多く、０～１歳児クラスは待機が多いと思います。待機児童解

消に向けて保育所を多く開所することは必要ですが、０～１歳児という乳児枠の対策

を講じないと、待機児童がゼロにならないのではと感じます。 

○事務局    年齢別でみても０～２歳が待機児童が一番発生している状況でございます。女性の

就業率の動向などを見ながら待機児童対策を進めておりますが、保育士一人が見れる

０～２歳児の定員枠が少ないこと、子どもが幼いうちからの就労ニーズの高まりが理

由として考えられます。３～５歳児の空き定員は、運営上支障が出てくると思います

ので、市全体として子育て分野で地域還元や活用方法を今後の課題として検討してい

きたいと考えております。 

〇委 員    子どもが幼い段階から働きたいお母さんが、入所できない状況は大変だと思います。

保育所の空き定員については、具体的な活用策を検討しなければいけないと思います。 

○事務局    地域的ミスマッチ・年齢的ミスマッチが存在している現状です。３～５歳児の空き

定員の枠を待機児童対策に活かす方法も考えておりますが、併せて保育士不足の解消

が課題となってきます。まずは、令和３年４月待機児童ゼロを目指し、維持していく

中で検討すべき課題として認識しております。 

〇委 員    ０～２歳児を抱える保護者について、家庭での保育希望と保育所での保育希望の割

合に係る変化・傾向について、市は把握していますか。 
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○事務局    多摩市子ども・子育て・若者プラン策定においてはニーズ調査を実施しております

が、家庭での子育てニーズについては調査項目がなく、把握しておりません。 

〇会 長    他はよろしいでしょうか。ないようであれば次の報告事項に移りたいと思います。 

 

（３）（仮称）子ども・若者総合支援条例の進捗について（報告） 

○会 長    それでは、報告事項３について事務局よりご説明をお願いいたします。 

〇事務局    (報告資料３の説明) 

○会 長    ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。 

〇委 員    多摩市子ども・子育て・若者プラン策定時に、若者関係について良い議論・意見が

沢山あったがタイミングが合わずに、盛り込むことができなかった。 

        各委員が進捗状況等の情報を持ち帰って検討し、連携を取った形で条例に反映でき

るような体制をとっていただきたい。 

○事務局    別の会議体で議論をしていきますが、子ども・子育て会議で逐次情報共有を行うと

ともに、タイミングが合わない場合は、メール等で情報共有したいと考えております。 

 

７ その他 

○会 長    最後に、その他について事務局からお願いいたします。 

〇事務局    次回第３回子ども・子育て会議の日程は、令和２年 11月９日を予定しております。 

○会 長    それでは、本日の会議を終了したいと思います。ありがとうございました。 


